








小児期発症 MPGN32 例のステロイド(ス剤)治療効果につき検討した。無症候性発症例 24 例

(治療例 21例,未治療例 3例)である。有症候性発症例(治療例 8例)である。有症候性発症

例のス剤治療効果は顕著で,約半数でネフローゼ症候及び腎機能低下の改善をみた。一方,

無症候性発症のス剤治療例の長期予後は極めて良好であった。しかし,未治療例はネフロー

ゼ症候,腎機能低下をきたしやすく,予後不良な自然経過を示した。早期ス剤治療は本症の

自然経過を著しく良好にする。 


